










女子医大では「婦人成人病外来」という名称で、器質的なものも心因症のものも全部含め

て診ています。ここに訪れる患者さんを診察してみると血管運動神経のほてり、のぼせ、

発汗、冷えというものの頻度が高く、次に不眠、イライラ、神経質、憂鬱、全身倦怠感の

順番になっています。だるさを訴えている人は種々な科を回ってきています。また肩凝り、

腰痛、関節痛の患者さん方は、これらの症状を腰痛を骨粗鬆症と結びつけて考える時代に

なってきました。


